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ディスポ【スタイレット】を安全、適切にご使用いただくため以下の点にご留意ください。

１，本品は滅菌の単回使用商品のため、再滅菌しないこと。

２．二次的加工をしないこと。

３．気管内チューブ用スタイレットであるため経鼻挿管には使用しないこと。

４．耐用期間（3年）を越えて使用しないこと。

５．気管内チューブの挿管時に用いるものであるため、体内に長時間留置しないこと。

　　原料ＰＶＣの性質上、強度が軽減され使用しにくくなる場合がある。

　　この場合は速やかに新しいものと取り替えること。

６．曲げ伸ばしを繰り返すと金属疲労により折損を起こす場合も想定されるので

　　この場合は速やかに新しいものと取り替えること。

７．気管内チューブと、正しいサイズの組み合わせで使用すること。（表参照）

　　不適切なサイズの組み合わせの場合、力の入れ方にムラが生じ安定度に欠ける。

8.  使用後気管内チューブから引き抜く際には、ゆっくりと静かに引き抜いてください。

　　　　　スタイレット 気管内チューブ

サイズ Fr(mm)×長さ(mm) ID(ｍｍ）

XS  ６Fr×200 2.5～3.5

S 10Fr×280 4.0～6.0

M 12Fr×310 6.5～8.0

L 14Fr×350 8.5～10.0
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スタイレットと気管内チューブのサイズ対応表 

ディスポ【スタイレット】使用の留意点



気管内チューブ挿入の安定性を高める ディスポ【スタイレット】の使い方
※経口挿管用（経鼻挿管には使用しないこと）

【 全体の使用方法 】

1. 滅菌済みを確認して袋から取り出す

2. 少しカーブをつけておくと挿管しやすい。

3. 先端が気管チューブより先に出ないように長さを調節する。

4. 渦巻きストッパーの位置を固定し、気管チューブに挿入する。

5. 挿管完了後にゆっくりと抜去する。

【 挿管前の準備 】

挿管前にスタイレットを気管内チューブに挿入する。

■スタイレットが短い場合：上部の渦巻きを伸ばして長くする。　

■スタイレットが長い場合：渦巻の根元を曲げてストッパーにする

ポイント：挿入前に気管チューブの形に少しカーブをつけておくと挿管しやすい。

チューブに挿入後、更に適切な形にカーブさせる。

スタイレットと気管内チューブのサイズ対応表

スタイレット　　　　　気管内チューブ

サイズ Fr (mm) 長さ (mm) ID(mm) 長さ(mm) 

XS  6Fr 200 2.5 170

3.0 190

3.5 210

S 10Fr 280 4.0 230

4.5 240

5.0 260

5.5 270

6.0 290

M  12Fr 310 6.5 310

7.0 320

7.5 330

8.0 340

L    14Fr 350 8.5 350

9.0 360 製造業者 

9.5 360 杭州京冷医療器械有限公司

10.0 360 中華人民共和国 浙江省杭州市
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